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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
事
業

問	

お
試
し
移
住
補
助
金
の
利
用
実
績
に
つ

い
て
、
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

答	

補
助
金
利
用
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
本

市
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
子
育
て

世
代
で
は
、
原
則
2
泊
以
上
と
い
う
利

用
泊
数
の
要
件
が
利
用
し
に
く
い
こ
と

も
課
題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

行
政
情
報
化
推
進
事
務

問	

電
子
申
請
の
対
象
手
続
数
と
申
請
件
数

の
実
績
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
比
較
し

て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答	
電
子
申
請
に
対
応
す
る
手
続
き
が
大
幅

に
増
加
し
た
こ
と
で
、
市
民
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
申
請
で
き
る
機
会
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
利
便
性
向
上

に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い

る
。

高
齢
者
外
出
支
援
助
成
事
業

問	

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
令
和

5
年
度
か
ら
タ
ク
シ
ー
、
電
車
、
バ
ス

で
使
用
可
能
な
共
通
助
成
券
を
交
付
し

て
い
る
が
、
そ
の
導
入
効
果
は
。

答	

交
付
数
お
よ
び
使
用
率
と
も
に
上
昇
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
導
入
に
よ
る
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

問	

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
の
効
果
は
。

答	

教
室
前
後
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
お

い
て
、
運
動
、
栄
養
、
口
腔
、
認
知
の
各

フ
レ
イ
ル
項
目
で
改
善
が
認
め
ら
れ
た
。

特
に
、
鬱う

つ

フ
レ
イ
ル
で
は
17
・
9
％
と
い

う
高
い
改
善
率
を
記
録
し
て
い
る
。
ま

た
、
握
力
や
体
力
測
定
結
果
で
身
体
機

能
の
向
上
が
確
認
で
き
た
。

令和７年度決算を認定
歳入総額　370億8,545万円
歳出総額　352億6,320万円 市長は、翌年度予算を決める３月の定例会までに、

前年度の決算について議会の認定を受けなければな
りません。
９月11日、14日の２日間にわたり開催された予算
決算委員会において決算内容を審査し、本会議最終
日に全ての決算を認定しました。

一般会計

　市の会計のうち、基礎的な経理を中心
とした会計です。
　令和７年度の予算は主に次のように使
われました。主なもののため、合計は一
致しません。（万円未満四捨五入）

総務費
57億5,595万円

※万円未満四捨五入
歳入総額（A) 歳出総額（B) 差引額（A)−（B)

特
別
会
計

国民健康保険 78億6,526万円 77億3,704万円 1億2,822万円
後期高齢者医療 12億978万円 12億870万円 108万円

企
業
会
計

水道事業
収益的収支 14億956万円 11億8,191万円 2億2,765万円
資本的収支 1億2,882万円 4億3,232万円 ▲3億350万円

下水道事業
収益的収支 25億4,215万円 25億9,132万円 ▲4,917万円
資本的収支 10億1,902万円 13億2,670万円 ▲3億768万円

　水道および下水道事業会計（資本的収支）の不足分は、損益勘定留保資金などで補填されました。

特別会計・企業会計 一般会計と分けて経理する必要があるため、
事業別に分けられた会計です。

民生費
100億7,458万円


